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研究成果の概要（和文）：　本科研プロジェクトでは、「平常時」から（部分的にせよ）かけ離れたカタストロ
フィ後の世界に適用しうる分配的正義論を追究した。平成27年度は、カタストロフィ後の世界で、既存の分配的
正義論がいかに規範的指針を示しうるのかについて批判的に検討した。平成28年度は、既存の議論の難点を乗り
越えるべく、分配的正義を支える価値や理念の身分について精査し、カタストロフィの分配的正義論の構築を図
った。平成29年度では、その当の理論が（わが国を含む）カタストロフィー経験のある様々な国や地域の不平等
や不正義の問題にいかに応答しうるのかについて検討した。平成30年度は、そうした研究を再構成する統合的研
究に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：In this project, we pursued the theory of distributive justice that can 
apply to the world after catastrophes. In FY2015, we critically surveyed how relevantly the existing
 theories of distributive justice can give a normative guidance in the post-catastrophic world. In 
FY2016, we attempted to construct the theory of distributive justice for the post-catastrophic 
world, by scrutinizing the values and ideals that may possibly support the conception of 
distributive justice. In FY2017, we examined how our conception of distributive justice for the 
post-catastrophic world can deal with the problems with inequalities and injustices in the real 
world after catastrophes including Japan. In FY2018, we engaged in synthesizing our studies from 
FY2015 to FY2017.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトは、カタストロフィ後の世界に適用しうる分配的正義論を構築するという、世界的にも類をみな
い先駆的な共同研究として評価しうるものとなった。それはわが国が直面するカタストロフィ後の世界における
分配問題に光を当てるという意味で強い実践性を有するのみならず、政治哲学や倫理学で自明視されてきた（分
配的正義を支える）諸価値の状況依存性や頑健性を検討する性格を併せもっており、分配的正義論に関する本格
的な哲学的考察としても評価されるべきものとなった。実際、本プロジェクトでは、国際カンファレンス（立命
館大学にて２回開催、東京大学にて２回開催、計４回）の開催を通じて、研究成果の発信をおこなった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ロールズ『正義論』（1971 年）の公刊以降、政治哲学において正義論は、分配的正義の構想
をめぐって様々な議論を戦わせてきた。その論争の活況ぶりは、研究開始当初においても、ま
た今日においてもまったく変わっていない。しかし、既存の議論や論争には、２つの問題点が
ある。第１の問題点は、われわれが直面する実践的問題に応答しようとする分配的正義論が、
それほど多くないことである。関連する第２の問題点は、われわれが実際に経験した様々な自
然的・人為的カタストロフィ後の世界に適用しうる正義原理の検討が、ほとんど進んでいない
ことである。とくに後者の点は、東日本大震災およびフクシマ後の世界を生きるわが国にとっ
て、看過しがたい分配的正義論上の欠落であると言わざるをえない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、上記の背景をふまえて、資源の分布状況や人間の心理的事実が「平常時」とは明
らかに異なるカタストロフィ後の世界に適用しうる分配的正義論の提出を目的とするものであ
る。具体的には、①これまで世に問われてきた分配的正義論を一つ一つ検証したうえで、②カ
タストロフィ後の世界において、分配的正義論の支柱となる平等、自由、尊重といった諸価値
の様相を明らかにし、カタストロフィ後の世界に適用しうる分配的正義論の内実を明確にする。
そのうえで、③東日本大震災という未曾有のカタストロフィに見舞われた世界に直面している
わが国において、長期的な復興や再生産化する不平等への対処に向けて、いかなる制度や政策
の一般的構想が求められているのかについて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するために、本研究では、研究体制を３つのパートに分けて研究活動を行う
とともに、研究会合や国際カンファレンスを開催することを通じて、研究成果の統合を進める。
具体的には、井上彰が研究代表者として研究をとりまとめつつも、分配的正義の政治哲学的研
究を進める。研究分担者である後藤玲子は分配的正義の経済哲学的研究を進める。もう一人の
研究分担者である Paul Dumouchelは分配的正義の社会哲学的研究を進める。以上の研究体制に
基づき、全体としてカタストロフィ後の分配的正義の問題に多角的にアプローチできるように、
弾力的に共同研究を進める。 
 本研究の第１段階として平成 27年度は、広範なサーベイに基づいて既存の分配的正義論の研
究成果をおさえる。本研究の第２段階として平成 28年度は、分配的正義論の価値構成や適用順
序を検討し、その成果を内外の学術大会で報告する。平成 29年度は、震災後の我が国に求めら
れる分配的正義の応用的構想を発表する。ちなみに、平成 27年度から 29年度までの成果を統
合する試みは、本来であれば平成 29年度に行う予定であったが、井上の異動（立命館大学から
東京大学への異動）により、平成 30年度に国際カンファレンスの開催を延期し、そこで統合的
な研究成果を発表する機会を得た。 
 
４．研究成果 
(1) カタストロフィ後の世界で、既存の分配的正義論がいかなる規範的指針を示すのかについ
て精査する研究を発表した。井上彰（政治哲学パート）は、政治哲学においてめざましい理論
的発展を遂げているロールズ正義論および運の平等論について、前者については経験的道徳心
理学の最新の研究を、後者については運の平等論の最新の研究をふまえて検討した。後藤玲子
（経済哲学パート）は、アローやロールズ、そしてセンといった経済哲学者が開拓したアプロ
ーチ、とくにセンによるケイパビリティ・アプローチが、文化的差異をはじめとする様々な論
点にかんして援用可能かどうかを検討した。Paul Dumouchel（社会哲学パート）は、近代国家
と政治的暴力の関係やロボットがどこまで共感を示せるか等、広く社会哲学・思想史にかんす
る研究をおこない、そうした議論をふまえてカタストロフィ状況での互恵性、リスク、そして
責任概念を再構成することを試みた。その成果の一部は、３人がオーガナイズした国際カンフ
ァレンス（立命館大学）にて発表した。 
 
(2) カタストロフィ後の世界で、分配的正義を支える価値や理念がいかなるステータスをもつ
のかについて精査し、そのうえでカタストロフィ後の世界に適用可能な分配的正義論の価値構
成や適用順序について検討し、以下の研究成果を発表した。井上彰（政治哲学パート）は、政
治哲学の今日的論争をリードする運の平等論について、その根幹がいかなる価値として成立す
るかについて、他の理論的立場と比較検討した。後藤玲子（経済哲学パート）は、すでに有力
な分配理念として成立しているケイパビリティの構想を軸に、カタストロフィ後に問題となる
多様性や障碍者への対応、さらにはケイパビリティ概念の目的基底性が人びとの権利をどのよ
うに基礎づけるのかについて検討した。Paul Dumouchel（社会哲学パート）は、国民国家の特
性やロボット倫理の問題をふまえて、カタストロフィ後の世界における正義やその関連概念の
位置づけについての研究を発表した。そうした成果の一部は、３人がオーガナイズした国際カ
ンファレンス（立命館大学）にて発表した。 
 
(3) カタストロフィ後の世界に適用しうる分配的正義論をふまえて、わが国を含む様々な国や
地域の不平等や不正義の問題への応答を試みる研究成果を発表した。井上彰（政治哲学パート）



は、これまでの復興にかかわる分配的正義をめぐる原理的議論を分析哲学の手法を用いて批判
的に吟味した。後藤玲子（経済哲学）は、復興にかかわるような格差を生む分配メカニズムに
ついての考察を、経済学や社会的選択理論の知見をふまえるかたちで進めた。Paul Dumouchel
（社会哲学）は、カタストロフィ後の経済社会のあり方、ありうべき姿について社会思想史や
ロボット哲学・倫理学の観点から検討した。その研究成果の一部として、研究代表者の井上が
主催するかたちで、「Questioning Methods, Theory, and Practice in History and Politics」と題するシ
ンポジウム（東京大学）を開催した。当シンポジウムでは、政治や歴史をめぐる方法論的反省
とその刷新可能性について、分野横断的に議論した。 
 
(4) カタストロフィ後の世界に適用可能な価値の構成にかんする理論や実践的考慮について、
総合的に検討する作業を継続し、井上彰（政治哲学パート）、後藤玲子（経済哲学パート）、そ
して Paul Dumouchel（社会哲学パート）が研究成果を発表するかたちをとった。そうした研究
成果に関連するシンポジウム「Is Democracy in Crisis?」を、井上彰が主催するかたちで開催（東
京大学）し、本共同研究の成果を広く世に知らしめる機会を得た。 
 
 なお、本研究チームでは、以上の国際カンファレンスでの成果をふまえた共著論文集（英語）
を準備中である。 
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